
 

特別支援教育のお勉強 

 

＜概論＞ 

発達障害の理解／発達障害と医療 

特別支援教育のシステム 

 

＜アセスメント＞ 

アセスメント 

子どもの知能と発達検査 

 

＜個に応じた支援＞ 

個に応じた支援 

聞く・話すの指導 

ビジョン（見る力）に苦手があるこどもへのアプローチ 

「読み」に苦手があるこどもへのアプローチ 

「書き」に苦手があるこどもへのアプローチ 

「算数」に苦手があるこどもへのアプローチ 

ソーシャルスキルトレーニング 

行動面の指導 

感覚と運動の指導 

社会的自立・就労の支援 

 

＜特別支援教育士の役割＞ 

特別支援教育士の役割 
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・視覚的注意
・視機能

１．手や体を動かそう
ボールキャッチや指先の動きが苦手なこどもに

２．しっかり見よう
手元を見ないで遊ぶこどもに

３．目を動かそう
読み飛ばしなどが多いこどもに

体全体を大きく動かす

• バランスつなわたり

床に引いた一本線を歩いて渡ります。

慣れてきたら、つま先・カカト歩きや

バック歩きにも挑戦します。

• まねっこゲーム

お手本を見て体の動きをまねします。

大人がお手本の動きをするのもOK！

指先を細かく動かす

• タオルつなひき …「にぎる」動き

• 洗濯ばさみゲーム…「つまむ」動き

• くるくるボード …「まわす」動き

ビジョントレーニングによるアプローチ方法

ビジョン(見る力)に苦手があるこどもへのアプローチ

楽しく遊ぶ中で力を伸ばします

見る力 読み 書き 計算

まねっこゲーム

視力、視野、調節
両眼視、眼球運動
輻輳・開散、色覚
など

視覚的注意を向ける

• くるくるチャイム

ボールを次々と穴に入れ、ボールの動きを見て楽しみます。

いろんな方向からボールを受けとったり、チャイムを置く位

置を変えたりして、難易度を変化させます。

眼球運動を練習する

・追従性眼球運動

ターゲット（ペンなど）をゆっくり動か

して、目で追いかけます。ヨコ・タテ・

ナナメ・○を描くように動かします。

・跳躍性眼球運動

２つのターゲットを交互にすばやく見ます。

ヨコ・タテ・ナナメ・手前と奥など

いろいろな方向で行います。

４．形で遊ぼう
見本と同じように描くのが苦手なこどもに

視知覚・視覚認知を育てる

• 粘土

• ジオボード

• さんかくたんぐらむ／くもん出版

• NEWたんぐらむ／くもん出版

• 賢人パズル／エド・インター

見本をまねて形を作ります。位置や形を

捉える練習になります。単純な平面から

重なり、立体へとステップアップします。

「ビジョン」は、「認知」や「運動」も含めた総合的な力！

Point

注目ができる
ようになろう

正確な視線の
移動を目指そう

手指の操作を
練習しよう

軸とバランスの
感覚を育てよう

見てまねる
学ぶ力を育てよう

いろいろな活動の土台

『見る力』が弱いと…

・見るべきものに注目できない

・正確に視線を移動するのが難しい

・ものの動きが捉えにくい

・文字を読むとすぐに疲れてしまう

・漢字を間違えて覚えてしまう

・文字を書くときに形がとりにくい

などの困りにつながります。

・視知覚
・視覚認知
形や向き、位置などを捉える
記号が表す意味などを読み取る

・目と手の協応
視覚情報に基づいて手を操作する

入力
情報処理

出力



日本語って、難しい！

日本語の文章では、表音文字（仮名）と表意文字（漢字）が混
在しています。また仮名文字の中でも、文字と音が一対一対応
していない場合があります（特殊音節）。そのため文字の習得
が難しく、特に視機能や注意に苦手がある場合は「逐次読み」
「読み飛ばし」「言い換え」などが起こりやすくなります。

読みの発達の土台

『読む』ために大切なのは…

１．色々な文字を覚える
・仮名と音を対応させる 音韻認識

・漢字の形をとらえる 視覚認知

・文字や語句を覚える 長期記憶

２．文をなめらかに読む
・語句のまとまりを判断する 視覚認知

・文章を目で追う 視機能・注意

３．文の意味を理解する
・文を頭に留める ワーキングメモリー

・読みながら内容をイメージする

・読みながら予測・修正をくり返す文字を読み取る

文章を目で追う

意味を理解する

１．色々な文字を覚えよう
特殊音節などが苦手なこどもに

文字と音・意味を
対応させる

音韻認識を高める

• 音記号カード

音を見える化したカードを使い、

文字が表す音を意識します。

• 叩いて数えて言えるかな？

手を叩いて音を数えながら言葉を

言い、音の数を意識します。

• 音のある・なしクイズ

絵を見て音のある・なしを考え、

音を分解する練習をします。

• 音の数かぞえクイズ

言葉に含まれる音の数をかぞえ、

音を分解する練習をします。

音韻操作にチャレンジする

• 文字の並べ替え

文字を並べ替えて言葉をつくり、

音を操作する練習をします。

• しりとり

最後の文字を取り出して一文字目

に置く、高度な音韻操作です。

漢字の形を覚える

• 漢字パズル

漢字をパーツの組み合わせと考

え、形をとらえる練習をします。

• 漢字の成り立ち学習

記憶定着を意味づけで促します。

２．文をなめらかに読もう
文を読むのに時間がかかるこどもに

文の切れ目を
見分ける

語句のまとまりを判断する

• 助詞ことば見つけ

文中の助詞にマルをつけ、語句の

区切りや助詞の働きを意識します。

• スラッシュ入れ

文節ごとにスラッシュを入れて黙

読し、音読の負担を軽くします。

段階別のアプローチ方法

「読み」に苦手があるこどもへのアプローチ

クイズやゲームを交えて「読み」の発達を促します

Point

見る力 読み 書き 計算

３．文の意味を理解しよう
読解や文章題が苦手なこどもに

負担を軽くする
方法を身につける

読解問題

• なぞなぞチャレンジ

少しずつ長い問題に挑戦。全体と

部分どちらを先に考えるかなど、

自分に合った読み方を練習します。

算数の文章題

• 文章題読み練習

割り当て文・関係文・質問文など

問題文を分け、大事な数字やキー

ワードを抜き出す練習をします。

音記号カード

文字の並べ替え

漢字パズル

『読み』の得意・不得意には、語彙量も影響
します。生活や遊びの中で知っている言葉が
増えれば、文章への抵抗感も小さくなります。



「字」だけでなく、字を書く子どもの「体」が大切

書字発達の土台

『書く』ために大切なのは…

１．腰を起こして座る
・骨盤の底（座骨結節）で体を支える

・腰を起こす（骨盤を前傾させる）

２．座りを安定させる
・脚の支えで座りを安定させる

・脳や三半規管のバランス感覚を使う

３．手指を使いこなす
・持ち方のクセを見つける

・動的３指握りで鉛筆を操作する

・指先の動きを促す（固有受容覚と触覚）

・非利き手の使い方を覚える
座位姿勢（筋骨格系の機能）

姿勢を保つ、バランスをとるなど

手指操作（指先の機能）

鉛筆を握る、紙を押さえるなど

認知機能（注意・思考の機能）

視機能（見る機能）

１．腰を起こして座ろう
背中が曲がってしまうこどもに

背中ではなく
骨盤・脚を意識する

骨盤の底で体を支える

• 腰浮かせリセット

座りが崩れてきたら、いすの座面

からお尻を少し浮かせ、座りなお

します。一度起立してもOK。

• 脚あげ体操

両肘を机につけてしっかり座りま

す。両脚を床から５秒離して、そ

のままキープします。

２．座りを安定させよう
良い姿勢が続かないこどもに

脚やバランス感覚で
姿勢を安定させる

脚の支えを意識する

• 足脚体操

くるぶしに足をあて、上にこすり

あげていきます。足の裏と甲で、

４回ずつおこないます。

背筋を自然に伸ばす

• 肩回し

指先を肩にのせて、そのまま前後

に回します。

• ひじ這い、四つ這い

頭が下がらないように前方や天井

を見ながら、前進します。

３．手指を使いこなそう
鉛筆を上手く使えないこどもに

３指握りに使う
筋肉と感覚を鍛える

親指・人さし指を上手く使う

• リングづくり

親指と人さし指をやわらかく曲げ

て、綺麗なリングをつくります。

３本の指を上手く使う

• しゃくとり虫体操

親指・人さし指・中指を大きく動

かし、鉛筆を上下に動かします。

筆圧を高める

• ビッグサークル

勉強机いっぱいの大きさの紙に、

大きなまるを書きます

非利き手を上手く使う

• 机テーブル拭き

布巾で机を拭きます。前後・左右

に、ゆっくり行います。

感覚過敏を和らげる

• 両手こすり

鉛筆を持つ前に、手のひらと親指

指紋部をこすり合わせます。

書字体操によるアプローチ方法

「書き」に苦手があるこどもへのアプローチ

手軽にできる体操で「書き」の発達を促します

Point

『書き』の発達には、視機能などの見る力や
認知機能（注意・思考）も大切です。詳しく
は相談員にお聞きください。

見る力 読み 書き 計算

脚あげ体操

足脚体操

リングづくり

しゃくとり虫体操

机テーブル拭き



計算の発達過程

『計算』に必要なのは…

１．計算の意味を理解する
・数詞を使って個数を数える。

・数字から個数や数詞をイメージする。

・多い、少ないなどの量感を持つ。

２．小さい数の計算を覚える
・頭の中でイメージを操作する。

・答えを長期記憶として定着させる。

３．筆算や文章題に取り組む
・数を頭に留める（ワーキングメモリー）

・紙の上に筆算をかく（目と手の協応）

・文章題で、問題文を理解する（読み）

１．計算の意味を理解しよう
指折りがなくならないこどもに

半具体物を使って
イメージする

数の合成・分解を理解する

• あわせていくつ

異なる2種類の物を「数」でとら

えて合成するトレーニングです。

• いくつといくつ

1つのかたまりを「数」でとらえ

て分解するトレーニングです。

「たして10」を理解する

• １０をつくろう

たして10になる数（補数）を

知って、使いこなす練習です。

かけ算のしくみを理解する

• かけ算のしくみ

九九の暗記とあわせて、かけ算の

しくみ（量感）を理解します。

２．小さい数の計算を覚えよう
簡単な計算間違いが多いこどもに

イメージ操作を
くり返す

計算練習

• ブロックたし算

くりあがりのイメージ操作を練習しな

がら、長期記憶の定着を目指します。

• かけ算フラッシュカード

九九をはじめから暗唱しなくても答え

が出せるように、練習します。

プリント学習によるアプローチ方法

「計算」に苦手があるこどもへのアプローチ

段階的な学習で「計算」の発達を促します

Point

見る力 読み 書き 計算

３．筆算や文章題に取り組もう
筆算や文章題が苦手なこどもに

苦手を補う
やり方を知る

筆算

• マス目 で 筆算

筆算の書き方や手順を、手順表や

補助線付きプリントを使って段階

的に練習していきます。

文章題

• 読み練習

割り当て文・関係文・質問文など

問題文を分け、大事な数字やキー

ワードを抜き出す練習をします。

あわせていくつ

いくつといくつ

かけ算のしくみ

『計算』の苦手には様々な要因が考えられ、
学習状況によって到達目標も変わってきます。
詳しくは個別にご相談ください。

数の理解は、意外と複雑！

たし算・ひき算などの計算は、数詞や
数字といった「数」の理解をフル活用
する、とても複雑な概念操作です。

3

具体物

数詞 数字

8 + 3 = ?
はち

たす

さん

計算のイメージ方法や覚え方は、

認知の特性によって異なります。

聴覚優位 のこどもは、たし算

ひき算は10の合成分解で考え、

かけ算は順番に暗唱して覚える

傾向があります。

視覚優位 のこどもは、たし算

ひき算は5の合成分解で考え、か

け算は暗唱よりも九九表などで

覚える傾向があります。

数の三項関係

ブロックたし算

マス目 de 筆算



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


